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tometric redshift survey of 1.1 mm sub-mJy sources
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本研究ではALMAを用いた SXDF-UDS-CANDELSの連続波探査 (観測波長 1.1 mm, 観測面積 1.5 arcmin2)
で検出された明るい 5天体 (Speak = 1.6, 0.78, 0.51, 0.35, 0.28 mJy/beam，S/N>5)の多波長データ解析の
結果を報告する．ミリ波・サブミリ波で検出された天体の性質を研究するためには赤方偏移の決定が重要であ
る．赤方偏移を決定する方法のひとつとして多波長対応天体の解析による測光赤方偏移推定が挙げられる．本研
究では CFHT/Megacam, Subaru/Suprime-Cam, HST/ACS, HST /WFC3, VLT/HAWK-I, UKIRT/WFCAM,
Spitzer/IRACにわたる測光データをもとにHYPERZ，EAZY，SEDfitを用いた測光赤方偏移の推定，および星
質量・星形成率といった物理量の制限を行なった．本研究で解析した 5天体のうち 1天体では不確定性は大きい
ものの z > 5である可能性が示唆された．残りの 4天体については z ≃ 1− 3と推定され，星質量と星形成率はそ
れぞれ 2− 9× 1010 M⊙，200− 2000 M⊙/yrと見積もられた．したがってこれらの天体では単位星質量あたりの
星形成率 (sSFR) は 1 − 2 × 10−8/yr となり不定性が大きいものの同時期の星形成銀河main sequenceにおける
値 sSFR≃ 2× 10−9/yrよりも高い値になっている．本ALMAサーベイでは従来の単一鏡で検出される SMGs(>∼
2 mJy))よりも暗い一方で同等の sSFRをもつ天体を検出した，これらの星質量，星形成率，sSFRなどの物理量
を従来の明るい SMGsと比較しこれらとの関係を議論する．


